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日本熱帯農業学会第121回講演会・総会および60周年記念講演について 

 
期 日 2017年3月11日（土），3月12日（日） 

場 所 日本大学生物資源科学部 

事 務 局 〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野1866 

     運営委員長 倉内伸幸 

     運営委員  山田昌彦，立石 亮，加藤 太，園江 満，上吉原裕亮，奈島賢児 

      E-mail: jsta@brs.nihon-u.ac.jp 

          Tel/Fax: 0466-84-3751 (加藤)   

参加申込 本講演会に参加を希望する方は，発表の有無にかかわらず，2017年2月17日（金）までに上記ア

ドレスへE-mail でお申し込みください．E-mail の件名は「参加申込」とし，本文には1.氏名，

2.所属（連絡先），3.懇親会参加の有無を明記してください．事務局が申し込みを確認しましたら，

確認のメールを返信いたします．E-mail による申し込みが困難な場合には上記必要事項をご記入

の上，Faxでお申し込みください． 

発表申込 発表を希望する方は，2017 年 1 月 27 日（金）までに，件名を「発表申込」としてアドレス

「jsta@brs.nihon-u.ac.jp」へ，講演要旨原稿を添付の上，お申し込みください．メール本文に

は、 

1.発表者氏名：（共同研究の場合には講演者の姓の頭に＊を付す．講演者は会員であること） 

2.発表形態：口頭発表,ポスター発表の別，学生優秀発表賞の対象希望の有無（対象希望者の口

頭発表は講演会初日午前になります）． 

3.発表題目： 

＊講演要旨原稿を必ず添付してください。 

講演要旨原稿は下記の作成要領に従って作成し，PDF 形式で保存したファイルを発表申込の

E-mailに添付してください．ポスター発表者も口頭発表者と同様に講演要旨を作成して送付して

ください． 

口頭発表はPCプロジェクタのみ使用可能です．なお，PCプロジェクタによる口頭発表を行う

場合は各自PCを持参してください．講演会事務局では発表用PCは準備いたしません． 

ポスター発表は3月11日(土)に行います．発表者は各自発表するポスターを3月11日（土）

の10時までに所定の場所に掲示してください．ポスターの大きさは，縦160cm×横110cm（パネ

ル1枚（片面））以内とし，左上20cm×20cmの部分はポスターの発表番号を掲示するので空けて

ください． 

 

日 程 2017年1月27日（金）発表申し込み・発表要旨送付期限 

2017年2月17日（金）参加申し込み期限（発表の有無にかかわらず申し込みをしてください） 

2017 年 3 月 11 日（土）講演会，ポスター発表，学会賞受賞者表彰式，総会，シンポジウム，60

周年記念講演，懇親会 

2017年3月12日（日）講演会 

 

参 加 費 一般：5,000円，学生：3,000円(要旨集代含む) 

講演者は会員に限ります．入会されていない方は発表当日までに参加費とは別に学会年会費を納入し

てください． 

懇親会費 一般：5,000円，学生：3,000円 



講演要旨作成要領 
1． A4判用紙2枚を使用し，横書きにする（用紙1枚が1頁となる）． 
2． 用紙はそのままコピー（オフセット印刷）されるので留意すること． 
3． a. 用紙サイズはA4 縦とし，上下左右 25ｍｍの余白をとり，１ページ 43 行，１行       40 字

とする．フォントは明朝体10.5ポイント，英文の場合はTimes New Roman 11ポイントとする． 
b.１枚目の最初の行は講演番号の順番を記入するため，始めの５文字をあけて講演題目及び発表者氏名・

所属を和文・英文で併記する．連名の場合，演者には姓の頭に＊をつけること（記入例参照）． 
c. １行あけて次の行より要旨及び図表を用紙2枚におさまるように適当に配列して記入すること． 

4． 文字および図表はすべて黒色を使用すること．写真もモノクロとすること． 
5． 文章，生物名，学名その他の記述は学会誌の投稿原稿作成要領に従うこと． 

 

記 入 例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会場および宿泊のご案内＞ 

会  場 日本大学生物資源科学部 

     〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野1866 

交通案内 日本大学生物資源科学部ホームページの交通・キャンパス案内をご覧下さい．  

URL, http://www.brs.nihon-u.ac.jp/access_map.html 

◎新宿駅から 

新宿駅→小田急線→相模大野駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（最短で56分，\540） 

六会日大前駅には、急行は止まりません。 途中駅の湘南台、長後、大和、相模大野、または町田

駅で各駅停車に乗り換えて下さい。運転ダイヤにより、最適乗換駅は異なります。 

※小田急線は相模大野駅で江ノ島方面と小田原方面に分かれます。ご注意下さい。 

◎東京駅から 

東京駅→JR東海道線→藤沢駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約65分，\1,130） 

東京駅→JR中央線→新宿駅→小田急線→相模大野駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約85分，

\740） 

◎新横浜駅から 

新横浜駅→ＪＲ横浜線→町田→小田急小田原線→相模大野駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅

（約55分，\590） 

◎小田原駅から（約50分，\460） 

小田原駅→→JR東海道線→藤沢駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約50分，\740） 

小田原駅→小田急小田原線→相模大野駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約80分，\720） 

◎羽田空港から 
羽田空港→京急空港線→横浜駅→JR 東海道線→藤沢駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約75 分，￥1,050） 
羽田空港→空港リムジンバス→横浜駅→JR 東海道線→藤沢駅→小田急江ノ島線→六会日大前駅（約80 分，￥1,150） 

宿泊案内 宿泊については，斡旋いたしませんので，各自確保をお願いいたします． 

□□□□□熱帯における農業と開発について 
＊熱帯太郎1・日大花子2 

（1熱帯農業大学農学部・2日本大学生物資源科学部） 

Agriculture and Development in Tropical Area 
＊Taro NETTAI1 and Hanako NICHIDAI2 

 (1Faculty of Agriculture, University of Tropical Agriculture, 2College of Bioresource Sciences, Nihon 

University) 

 

この研究は，…………………………………………………………  


